
研究部会の名称

研究部会の今期（3～5年間）の活動目的

研究部会の設置期間　　　　　　年のうち、今年度は　　　　　　年目

今年度の活動計画

研究部会　活動計画書

年次研究発表会における企画セッションの計画・概要

従来は秋の発表会に参加してきたが、費用対効果、集客力や当日の参加者の関心度が非常に

低い等に鑑みて、今年度以降の対応についてを決める。現時点で参加するかどうかは未定。

◆施設見学会

高度な処理技術や環境負荷低減技術等を有する事業場や動静脈連携を率先して推し進めている施設

を訪問し、訪問先企業の概要把握・施設見学を行った後、質疑応答を行い、当該企業の考え・意向並び

に最新の技術動向等の把握する。

。

具体的な見学会の内容は、下記を検討している。

•見学先：検討中。候補先としては、首都圏近郊にある産廃処理施設２カ所を予定している。
•時 期：2026年2月上旬～中旬頃（予定）
•人 員：最大で15名程度（事務局２名含む）

・動静脈連携を進めていく上での、進め方や活動方法の策定する。

・DX化、脱炭素化に向けた業界動向に注目する一方で、人材育成、労働安全などの本業界における従来
からの問題点を洗い出し、解決の糸口を検討する。

産廃研究部会
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